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研究目的

脳振盪の予防を検討する上で、受傷状況を詳細に把握することが重要であり、そのために映像
記録を用いた分析が行われるようになってきていますが、レスリングにおいては詳細な分析は行わ
れていません。本研究では、映像分析手法を用いて、レスリングにおける脳振盪の発生率や発生
状況を明らかにし、脳振盪予防策の一助とすることを目的としています。

研究対象者 ・全国大会に出場するレスリング選手（男女）
・高校生または16歳以上の選手

研究概要

研究の事前準備として、公益財団法人日本レスリング協会医務委員会が管理している、大会
の外傷・障害調査記録を参照し、脳振盪の発生頻度を算出します。その上で、実際に試合が
開催されるレスリング場で、レスリングマット（直径９メートルの円形）が4方向から撮影できる位
置にカメラを設置し、それぞれのカメラにより得られた4方向の映像を分析します。分析映像から、
脳振盪になったと思われるシーンを特定し、選手の年代や種目、階級、受傷時のプレー、試合時
間の中での受傷のタイミング、受傷した場所などから分類します。また、脳振盪になったプレーと、
なっていないプレーを比較します。その上で、レスリング競技において脳振盪発生率の高いプレーを
明らかにし、脳振盪予防策の考案に役立てます。
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